





































写真 1　室内講義 ( 雪氷防災研究センター )
写真 2　野外観測 ( 雪氷防災研究センター露場 )
写真 3　データ整理 ( 山形市　蔵王 )





































































































科学技術センターのNCDR（National S&T Center 
for Disaster Reduction）が招待された韓国国立防
災研究所 NIDP（National Institute for Disaster 
Prevention / 現 韓国国立防災研究院 NDMI：
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佐藤特別研究員と望月特別技術員が寒地技術賞を受賞
　雪氷防災研究センター新庄雪氷環境実験所の
佐藤研吾特別研究員と望月重人特別技術員が、
論文｢加熱型超音波風速計の防水対策- 改良型
の性能評価とさらなる改善｣により寒地技術賞（産
業部門）を受け、2014年12月2日に札幌で開催
された、第29回寒地技術シンポジウムにて表彰
式が行われました。
　本研究は、平成17年度から雪氷防災実験棟
を利用した共同研究として、神奈川工科大学の
木村茂雄教授と継続的に取り組んできた研究課
題です。超音波風速計の着氷対策として、効率
的なヒータの設置方法および撥水塗料の効果検
証の研究が、寒地技術の発展に著しく寄与してき
たとして受賞につながりました。
　佐藤契約研究員は｢長年蓄積されてきた基礎研
究が、社会のニーズに応じて雪氷災害の防災・減
災につながるように研究に取り組んでいきたい｣と
語っています。
SATテクノロジー・ショーケース2015で講演、ポスター発表等も
行事開催報告
　1月21日につくば国際会議場において、 SATテ
クノロジー・ショーケース2015　観る・知る・護
る～つくば発100の英知の交流 が開催されまし
た。SATテクノロジー・ショーケースとは、つく
ばサイエンス・アカデミー（SAT）がつくば研究学
園都市の研究機関・企業の協力のもと、異分野
の交流を念頭に2002年より行っている研究展示
会です。当日は雪も舞うあいにくの天気でしたが、
約550名の方が参加しました。ポスター会場を含
め各発表会場では活発な議論が行われ、大盛況
のうちに幕を閉じました。
　今年度のミニシンポジウムでは、大楽主任研究
員が「気候変動による自然災害リスク低減へ向け
て」というテーマで講演を行いました。
　また、つくば発注目研究ポスター発表では、
石澤主任研究員が｢大型降雨実験施設の改修に
伴う散水性能と新たな利用の可能性について｣と
のテーマで、一般のポスター発表では、平野研
究員が｢複数気候モデルを用いた東京都市圏の
水害リスク評価｣とのテーマでそれぞれ発表を行
いました。
